
（別紙３）

～ 2026年2月28日

（対象者数） 19 （回答者数）
18

～ 2026年2月28日

（対象者数） 10 （回答者数）
9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

成長を記録して振り返りやすくし、相談支援員や専門機関と

一緒にプログラムを増やしていきます。もっとお子さんの

「できた！」を増やせるよう努めます。

2

地域イベントへの参加を増やし、ボランティア連携を強化。

安全マニュアルを更新し、活動範囲を拡大します。

3

屋外スペース活用を増やし、園芸キットを導入。保護者参加

イベントを追加し、家庭的環境をさらに深めます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

デジタルツールで記録を簡単にして時間を節約したり、役割

をより明確に分けたりします。少しずつ余裕を作り、みんな

が笑顔で支援に集中できるように努めます。

2

情報共有アプリを導入して連絡をスムーズにし、外部機関と

の定期相談を増やします。連携の負担を減らしつつ、子ども

の成長をよりしっかり支えられるようにします。

3

地域助成や寄付を積極的に探し、優先度の高い修繕から進め

ます。スタッフのモチベーションも上げつつ、少しずつ居心

地の良い空間を整えていきます。

○事業所名 放課後等デイサービス エスタスカーサ

○保護者評価実施期間
2026年2月2日

○保護者評価有効回答数

2026年2月2日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年3月30日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

施設の老朽化対策に取り組んでいますが、資金不足で大きな

リニューアルが難しく、環境整備に限界があるのが課題で

す。助成金を活用しつつ、処遇改善も進めています。

助成金や補助金を活用して安全点検や小規模修繕を進め、ス

タッフの処遇向上のためにも予算を工夫。子どもたちが安心

して過ごせる最低限の環境を守っています。	

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

送迎や記録、支援準備、保護者対応を少人数でこなすため、

みんなの負担が重くなりやすいのが課題です。安全・質を大

切に守りつつも、人や物のリソースが足りず運営しにくい面

があります。

職員同士で業務を分担し、週次ミーティングで優先順位を相

談しながら回しています。子どもたちの安全を第一に、無理

のない範囲で一つひとつの業務を丁寧に進めています。

子どもの特性に合わせた支援や、保護者・学校との丁寧なや

り取りで業務が増えやすく、日々の両立が難しい点が課題で

す。温かい支援を心がけるほど、時間が足りなくなるのが悩

みです。

連絡帳やミーティングを活用して情報共有を密にし、必要な

連携だけを優先。子ども一人ひとりの様子を大切に、負担を

抑えつつつながりを保っています。	

子ども一人ひとりが「これやってみたい！」と思えることを

大切に寄り添う支援が強みです。この個別性が、子どもたち

のやる気や自分らしさを自然に引き出しています。

一斉のプログラムではなく、お子さんの興味に合わせて教材

や環境を工夫しています。創作活動や調理活動、運動遊び、

地域イベントなどで、楽しく成功体験を積めるよう心がけて

います。

地域の校庭や自然散策、近所の方々との交流で社会性を育む

のが強みです。地域みんなで支える温かさが、子どもたちの

自信につながっています。

お散歩やお出かけを活用して、学校やご家庭とつなげていま

す。地域の子どもたちや住民さんとのふれあいで、日常の社

会体験を自然に楽しめるようにしています。

家庭的で温かみのある空間と、四季を感じる調理活動が強み

です。自然豊かな古民家風施設が、安心感と創造性を育む環

境を提供しています。

季節テーマの装飾・掲示物、事業所収穫の野菜・果物を使っ

た調理・ジュースづくりを実施。子どもが五感で季節を感じ

る支援を心がけています。

事業所における自己評価総括表公表


